
四
月
二
十
日
～
五
月
二
十
八
日
、
克
作
戦
第
一
期
中
「
ラ

ウ
サ
ウ
ク
」「
ワ
ロ
ー
」
付
近
戦
闘
に
お
い
て
将
校
一

人
、
下
士
官
兵
二
一
人
戦
死
、
下
士
官
兵
一
〇
人
戦
傷

死
、
負
傷
二
六
人
。

五
月
二
十
九
日
～
八
月
十
四
日
、
克
作
戦
第
二
期
中
「
カ

ロ
ー
」「
シ
キ
ッ
プ
」「
ピ
ン
ラ
ウ
ン
」「
イ
ン
デ
ー
ン
」

付
近
の
戦
闘
に
お
い
て
下
士
官
兵
二
四
人
戦
死
、
下
士

官
兵
一
四
人
戦
傷
死
、
負
傷
二
一
人
。

ま
さ
に
「
ビ
ル
マ
は
地
獄
」
で
あ
っ
た
。

戦
争
末
期
の
ビ
ル
マ
　 長

崎
県
　
種
村
数
一
　 

私
の
家
は
普
通
の
農
家
で
家
庭
は
父
・
母
・
私
と
妹
が
三
人

の
六
人
家
族
で
し
た
。
私
は
次
男
で
す
が
、
私
が
入
隊
す
る
昭

和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
の
春
に
長
男
が
病
死
し
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
二
月
に
私
は
、
い
つ
か
は
兵
隊
に
取
ら
れ
る
に

違
い
な
い
。
そ
れ
な
ら
少
し
で
も
早
く
軍
隊
に
入
っ
た
方
が
良

い
と
思
っ
て
現
役
志
願
を
し
ま
し
た
。
幸
い
兵
隊
検
査
も
皆
さ

ん
と
一
緒
に
受
け
ら
れ
て
甲
種
合
格
と
な
り
ま
し
た
。

父
母
も
長
男
を
亡
く
し
た
上
に
私
ま
で
居
た
く
な
る
の
は
非

常
に
心
配
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
時
局
柄
口
に
出
せ
ず
に
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
一
日
、
現
役
兵
と
し
て
長
崎
県
大
村
の

西
部
第
四
十
七
部
隊
（
歩
兵
第
一
四
六
連
隊
補
充
隊
）
の
西
田

隊
（
歩
兵
砲
中
隊
）
に
菊
部
隊
（
第
十
八
師
団
）
要
員
と
し
て

入
隊
し
ま
し
た
。

早
速
、
一
期
検
閲
の
た
め
の
猛
訓
練
が
始
ま
り
行
先
は
激
戦

が
予
想
さ
れ
る
ビ
ル
マ
戦
線
で
す
か
ら
直
ち
に
役
に
立
て
る
兵

隊
に
な
ら
ね
ば
と
自
ら
奮
い
立
て
て
猛
訓
練
に
堪
え
ま
し
た
。

菊
部
隊
は
現
役
兵
中
心
の
部
隊
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
引
き

替
え
竜
部
隊
は
召
集
兵
が
主
体
の
部
隊
で
あ
り
ま
し
た
。

私
が
入
隊
し
た
西
部
第
四
十
七
部
隊
は
竜
（
第
五
十
六
師

団
）
部
隊
で
あ
り
ま
し
た
。
竜
師
団
は
、
そ
の
頃
、
中
国
雲
南

省
南
端
の
山
岳
地
帯
で
米
式
装
備
の
中
国
軍
十
六
個
師
団
七
万

人
と
対
し
て
い
ま
し
た
。
一
五
対
一
の
戦
争
と
い
わ
れ
ま
し



た
。猛

訓
練
を
終
え
た
私
達
初
年
兵
は
門
司
に
向
か
い
、
乗
船
す

る
た
め
に
待
機
し
て
い
ま
し
た
が
、
輸
送
船
が
一
向
に
入
っ
て

き
ま
せ
ん
。
宿
舎
も
後
か
ら
到
着
す
る
部
隊
に
明
け
渡
す
事
に

な
り
、
命
あ
る
ま
で
自
宅
待
機
と
い
う
非
常
事
態
に
な
り
軍
装

の
ま
ま
帰
り
ま
し
た
。

家
族
は
突
然
の
帰
宅
に
、
び
っ
く
り
し
て
喜
び
ま
し
た
が
、

再
び
出
征
す
る
の
で
複
雑
な
気
持
ち
で
し
た
。
間
も
な
く
輸
送

船
が
入
る
か
ら
帰
隊
す
べ
し
と
の
連
絡
が
あ
り
、
再
び
改
め
て

別
れ
を
告
げ
家
を
出
ま
し
た
。
結
局
三
カ
月
の
自
宅
待
機
と
な

り
ま
し
た
。

五
月
二
十
六
日
、
入
隊
後
半
年
た
っ
て
漸
く
門
司
港
を
出
航

し
ま
し
た
。
輸
送
船
は
「
有
馬
山
丸
」
七
〇
〇
〇
ト
ン
の
大
き

な
船
で
し
た
。

航
空
母
艦
や
駆
逐
艦
な
ど
に
護
衛
さ
れ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

向
け
て
航
行
を
続
け
、
台
湾
を
過
ぎ
て
バ
シ
ー
海
峡
に
か
か
っ

た
あ
る
日
の
朝
方
ド
ー
ン
と
衝
撃
が
あ
り
、
船
底
に
い
た
私
は

「
や
ら
れ
た
」
と
思
い
ま
し
た
。

戦
場
で
死
ぬ
の
は
本
望
だ
が
途
中
で
水
死
と
は
残
念
と
観
念

し
ま
し
た
が
、
幸
い
船
首
が
や
ら
れ
た
だ
け
で
沈
没
の
恐
れ
な

し
と
知
ら
さ
れ
一
安
心
し
ま
し
た
が
、
前
途
は
多
難
な
り
と
痛

感
し
ま
し
た
。
船
の
防
水
区
画
の
一
つ
が
や
ら
れ
た
だ
け
た
の

で
浸
水
沈
没
を
免
れ
、
自
力
航
走
可
能
と
判
定
さ
れ
、
台
湾
高

雄
港
へ
逆
航
の
上
修
理
す
る
こ
と
に
な
り
反
転
、
無
事
高
雄
港

に
戻
り
ま
し
た
。

被
雷
当
時
、
甲
板
に
い
た
者
五
、
六
人
は
慌
て
て
海
に
飛
び

込
ん
だ
の
で
す
が
、
幸
い
護
衛
し
て
い
た
海
軍
さ
ん
に
救
わ
れ

た
そ
う
で
す
。

「
有
馬
山
丸
」
が
高
雄
で
修
理
中
、
私
達
は
近
く
の
小
学
校

で
一
週
間
待
機
し
、
修
理
完
了
の
船
に
再
び
乗
船
し
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
港
で
五
〇
〇
〇
ト
ン
級
の
船
（
船
名
不
詳
）
に

乗
り
換
え
、
島
か
ら
島
へ
と
敵
潜
水
艦
を
避
け
な
が
ら
、
や
っ

と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
（
当
時
は
「
昭
南
島
」
と
呼
ん
で
い
ま
し

た
）
に
上
陸
や
れ
や
れ
と
思
い
ま
し
た
が
、
戦
場
に
近
づ
い
た

緊
張
感
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

時
、
正
に
昭
和
十
九
年
六
月
三
十
日
、
入
隊
し
て
か
ら
ち
ょ

う
ど
七
カ
月
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
十
日
間



駐
留
し
て
か
ら
列
車
（
有
蓋
貨
車
）
輸
送
で
マ
レ
ー
半
島
を
北

上
し
て
タ
イ
国
に
入
り
、
開
通
し
て
ま
だ
間
も
な
い
泰
緬
鉄
道

を
通
り
ま
し
た
。（
昭
和
十
八
年
十
月
に
完
成
）

。

こ
の
鉄
道
は
ビ
ル
マ
の
日
本
軍
の
補
給
線
と
し
て
急
い
で

作
っ
た
線
路
の
た
め
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
悪
名
高
い
鉄
道

で
す
。
当
時
の
私
は
何
も
知
ら
ず
、
た
だ
部
隊
に
到
着
す
る
こ

と
し
か
頭
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
断
崖
絶
壁
に
か
か
る
橋

が
全
部
木
造
だ
っ
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
機
関
車
が
石
炭
を
焚
い
て
走
る
の
で
は
な
く
薪
を

焚
い
て
い
ま
し
た
。
夜
、
火
の
粉
が
き
れ
い
に
見
え
ま
し
た
。

薪
が
無
く
な
る
と
駅
で
補
給
し
て
走
る
の
で
す
。
私
達
兵
隊
の

飯
や
水
は
途
中
に
兵
站
が
あ
っ
て
補
給
し
て
く
れ
ま
し
た
。

工
事
に
は
敵
の
捕
虜
を
使
っ
た
そ
う
で
す
が
、
眼
に
は
入
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
よ
く
こ
ん
な
所
に
作
っ
た
も
の
だ
と
は
思

い
ま
し
た
。
戦
後
間
も
な
く
廃
線
に
な
っ
た
そ
う
で
、
本
当
に

無
駄
な
鉄
道
を
多
く
の
人
間
を
殺
し
て
作
っ
た
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

ビ
ル
マ
南
端
の
ラ
ン
グ
ー
ン
か
ら
鉄
道
で
ビ
ル
マ
中
部
の
マ

ン
ダ
レ
ー
ま
で
行
き
、
そ
れ
か
ら
先
は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
目
的

地
ワ
ン
チ
ン
に
八
月
十
七
日
到
着
。
こ
こ
は
雲
南
省
に
近
い
要

衝
で
す
。

菊
部
隊
要
員
の
私
達
初
年
兵
は
、
予
定
を
変
更
し
て
ワ
ン
チ

ン
駐
屯
の
竜
部
隊
で
あ
る
歩
兵
第
一
四
六
連
隊
の
連
隊
砲
中
隊

に
編
入
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

私
達
が
現
地
に
到
着
し
た
時
、
部
隊
は
国
境
に
あ
る
四
カ
所

の
陣
地
が
敵
に
包
囲
さ
れ
て
苦
戦
中
だ
っ
た
の
で
、
残
留
の
古

兵
達
も
少
な
く
、
私
達
の
教
育
要
員
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
し

た
。歩

兵
砲
中
隊
は
三
個
小
隊
編
成
が
基
準
で
す
が
、
戦
闘
続
行

の
部
隊
は
補
充
で
き
な
い
た
め
二
個
小
隊
に
減
り
、
砲
も
中
隊

全
部
で
連
隊
砲
二
門
と
速
射
砲
二
門
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。砲

兵
は
歩
兵
と
違
っ
て
四
、
五
人
が
一
組
で
、
砲
身
担
当
、

車
輪
担
当
、
揺
架
担
当
、
弾
薬
担
当
、
馬
担
当
な
ど
に
分
れ
て

い
て
、
仲
間
意
識
が
強
く
、
従
っ
て
上
下
の
階
級
の
区
分
は

あ
っ
て
も
ビ
ン
タ
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
出
身

地
が
長
崎
県
内
で
同
県
人
の
よ
し
み
で
助
け
合
う
気
持
ち
が
強



か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
古
年
兵
は
召
集
兵
が
多
く
六
年
、
七
年

兵
が
ざ
ら
で
し
た
。

砲
身
は
重
さ
一
〇
〇
キ
ロ
も
あ
り
、
二
人
で
担
ぐ
の
で
す
。

馬
が
通
れ
る
所
は
馬
に
乗
せ
ま
す
が
、
山
を
登
る
時
は
二
人
で

担
ぐ
の
で
す
か
ら
大
変
で
す
。

雲
南
の
山
の
中
に
駐
屯
す
る
の
で
米
は
困
り
ま
せ
ん
が
、
副

食
品
特
に
甘
味
品
は
口
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

到
着
後
間
も
な
く
、
八
月
二
十
九
日
「
断
作
戦
」
が
発
動
さ

れ
、
北
部
国
境
に
あ
る
日
本
軍
陣
地
救
援
作
戦
が
始
ま
り
ま
し

た
。
竜
第
五
十
六
師
団
は
、
第
一
四
六
、
一
一
三
、
一
四
八
の

三
連
隊
で
編
成
、
松
山
祐
三
中
将
が
師
団
長
で
す
。
騰
越
守
備

の
佐
賀
歩
兵
第
一
四
八
連
隊
（
蔵
重
大
佐
）
は
昭
和
十
九
年
六

月
に
敵
三
万
に
包
囲
さ
れ
、
激
闘
三
カ
月
の
末
、
九
月
十
三
日

玉
砕
し
ま
し
た
。
守
兵
は
千
五
百
人
（
歩
兵
一
個
大
隊
砲
兵
二

個
中
隊
工
兵
一
個
中
隊
）
で
し
た
。

拉
孟
守
備
の
福
岡
歩
兵
第
一
一
三
連
隊
（
金
光
少
佐
）
は
、

昭
和
十
九
年
五
月
に
敵
四
万
に
包
囲
さ
れ
、
激
闘
四
カ
月
の

末
、
九
月
七
日
玉
砕
し
ま
し
た
、
守
兵
千
二
百
六
十
人
で
し

た
。
こ
の
二
つ
の
玉
砕
は
、
敵
将
■
介
石
が
部
下
に
「
日
本
兵

を
見
習
え
」
と
絶
賛
し
た
そ
う
で
す

こ
の
八
月
二
十
九
日
発
動
の
「
断
作
戦
」
は
拉
孟
、
騰
越
玉

砕
の
た
め
中
止
、
平
戞
守
備
隊
救
出
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
し

た
。平

戞
に
は
私
達
の
連
隊
の
第
一
大
隊
が
野
砲
第
四
中
隊
と
共

に
守
備
隊
と
し
て
陣
地
を
構
え
て
い
ま
し
た
。
大
隊
長
は
予
備

役
の
少
佐
で
郵
便
局
長
で
召
集
さ
れ
、
第
五
十
六
師
団
衛
生
隊

長
と
な
り
ビ
ル
マ
に
出
征
、
第
一
大
隊
長
と
な
っ
た
安
倍
少
佐

で
す
。

昭
和
十
九
年
五
月
か
ら
敵
の
攻
撃
を
受
け
、
陣
地
の
争
奪
戦

を
繰
り
返
し
、
食
糧
が
欠
乏
し
、
死
ん
だ
砲
兵
隊
の
軍
馬
の
肉

を
（
砲
兵
は
食
べ
ず
埋
め
た
も
の
）
歩
兵
は
掘
り
出
し
て
食
べ

た
そ
う
で
す
。
七
月
に
は
脚
気
患
者
が
続
出
、
軍
医
は
ヨ
モ
ギ

の
枯
葉
で
モ
グ
サ
を
作
り
、
お
灸
で
脚
気
を
治
し
ま
し
た
。
ま

た
、
一
日
交
代
で
水
車
小
屋
で
籾
を
つ
き
、
玄
米
を
食
べ
さ
せ

脚
気
を
治
し
た
そ
う
で
す
。

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
一
日
、
第
二
次
救
出
作
戦
が
成
功
し

今
岡
連
隊
長
と
安
倍
少
佐
が
握
手
し
ま
し
た
。



駄
馬
三
〇
〇
頭
の
衛
生
救
護
班
が
患
者
二
百
五
十
人
を
収
容

し
ま
し
た
。「
断
作
戦
」
は
連
日
敵
空
軍
の
空
襲
を
受
け
、
夜

間
行
動
に
終
始
し
、
雨
季
に
入
っ
て
は
ま
す
ま
す
苦
難
の
連
続

で
し
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
、
ワ
ン
チ
ン
北
方
の
シ
ュ
ン
プ
ー
山
の

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
に
構
築
し
た
山
砲
の
掩
蓋
陣
地
に
い
た
時

に
、
知
ら
ぬ
間
に
忍
び
寄
っ
た
敵
が
開
口
部
か
ら
手
榴
弾
を
投

げ
込
み
、
そ
れ
が
破
裂
し
た
た
め
内
部
に
い
た
戦
友
六
人
全
部

が
戦
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
敵
が
来
た
！
」
と
の
歩
■
の
声
に
、
私
は
手
榴
弾
を
持
っ

て
外
に
飛
び
出
て
、
壕
を
包
囲
し
て
い
た
敵
に
向
か
っ
て
手
榴

弾
を
投
げ
、
そ
こ
へ
救
援
の
小
銃
隊
が
来
た
の
で
助
か
り
ま
し

た
が
、
一
週
間
後
、
顔
が
痛
い
の
で
手
で
擦
っ
た
ら
小
さ
な
鉄

の
破
片
が
取
れ
て
き
ま
し
た
。

砲
は
分
解
し
て
外
に
搬
出
し
て
点
検
し
た
ら
使
用
可
能
と
判

明
し
た
の
で
弔
い
合
戦
だ
と
後
々
使
用
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
三
日
、
下
士
官
候
補
教
育
の
た
め
ラ
ン

グ
ー
ン
に
向
け
十
二
人
の
仲
間
と
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
分
遣
と

な
り
ま
し
た
。
教
育
中
に
敵
が
ラ
ン
グ
ー
ン
に
迫
っ
て
き
た
の

で
戦
闘
参
加
の
た
め
他
の
部
隊
に
転
属
と
な
り
、
歩
兵
中
隊
に

配
属
さ
れ
、
ラ
ン
グ
ー
ン
北
方
ペ
グ
ー
付
近
の
戦
闘
で
連
隊
砲

を
持
っ
て
陣
地
に
つ
く
前
に
英
軍
の
戦
車
に
攻
め
ら
れ
、
砲
を

破
壊
し
て
撤
退
、
武
器
も
小
銃
少
々
し
か
な
く
後
退
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ペ
グ
ー
付
近
の
戦
闘
に
も
参
加
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

断
作
戦
開
始
一
週
間
位
は
勝
ち
戦
で
し
た
が
、
そ
の
あ
と
は

撤
退
作
戦
で
、
北
か
ら
友
軍
が
撤
退
す
る
の
を
英
軍
機
が
毎
日

偵
察
す
る
の
で
昼
間
は
動
け
ず
、
飯
盒
炊
さ
ん
も
夜
間
し
か
で

き
な
く
、
夜
行
動
す
る
毎
日
で
し
た
。
日
の
丸
の
友
軍
機
は
一

度
見
た
だ
け
で
し
た
。
へ
た
に
敵
機
を
射
つ
と
、
徹
底
的
に
砲

爆
撃
の
仕
返
し
を
さ
れ
る
の
で
我
慢
し
て
潜
ん
で
い
る
し
か
仕

方
な
い
始
末
で
し
た
。

敵
が
ビ
ル
マ
南
端
ま
で
攻
め
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

下
士
官
教
育
は
実
戦
で
す
る
形
に
な
り
ま
し
た
が
、
終
戦
間
近

に
な
っ
て
自
然
と
教
育
隊
は
解
散
と
な
り
、
そ
し
て
兵
長
の
階

級
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。



終
戦
は
シ
ッ
タ
ン
で
知
り
ま
し
た
。

武
装
解
除
は
タ
イ
国
の
チ
ェ
ン
マ
イ
に
集
結
し
て
か
ら
行
う

と
の
事
で
、
国
境
越
え
て
チ
ェ
ン
マ
イ
に
到
着
し
、
英
軍
の
手

で
武
装
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
南
下
し
て
バ
ン
コ
ク
港
の
近
く
の
ナ
コ
ン
ナ
ヨ
ー

ク
で
英
軍
管
理
の
下
で
抑
留
生
活
に
入
り
、
昭
和
二
十
一
年
二

月
一
日
に
懐
か
し
い
原
隊
に
合
流
、
歩
兵
砲
中
隊
に
復
帰
し
ま

し
た
。
英
軍
の
給
与
は
案
に
相
違
し
て
良
好
で
し
た
。
作
業
は

軽
作
業
が
主
で
道
路
整
備
と
清
掃
等
の
楽
な
作
業
で
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
五
月
十
五
日
、
バ
ン
コ
ク
港
で
二
〇
〇
〇
ト

ン
の
軍
艦
に
乗
り
ま
し
た
。
五
百
人
位
の
集
団
で
、
部
隊
本
部

と
通
信
隊
と
砲
兵
が
主
で
し
た
。

五
月
二
十
四
日
、
広
島
の
大
竹
港
に
上
陸
、
海
軍
水
雷
学
校

で
二
年
半
ぶ
り
に
故
国
の
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
み
ま

し
た
。

五
月
二
十
六
日
午
後
、
大
竹
出
発
、
翌
二
十
七
日
懐
か
し
の

自
宅
に
帰
り
ま
し
た
。

二
年
半
全
く
の
音
信
不
通
だ
っ
た
の
で
生
還
は
諦
め
て
い
た

そ
う
で
家
を
あ
げ
て
大
喜
び
で
し
た
。

昭
和
二
十
二
年
に
結
婚
し
二
男
二
女
の
親
と
な
り
、
父
の
跡

を
つ
い
で
現
在
農
業
に
従
事
し
て
、
野
菜
を
主
に
ミ
カ
ン
作
り

に
精
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

ビ
ル
マ
の
戦
場
で
知
っ
た

戦
争
の
残
酷
さ
　 

滋
賀
県
　
小
林
育
三
郎
　 

私
は
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
十
二
月
に
守
山
市
で
生
ま

れ
ま
し
た
。

県
立
八
幡
商
業
学
校
卒
業
、
三
井
物
産
に
入
社
致
し
ま
し

た
。
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
十
二
月
、
歩
兵
第
三
十
七
連

隊
に
入
営
し
ま
し
て
、
直
ち
に
中
支
に
派
遣
さ
れ
、
南
京
に
て

初
年
兵
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
特
別
幹
部
候
補
生
の
試
験
に
合

格
、
昭
和
十
七
年
三
月
、
久
留
米
陸
軍
予
備
士
官
学
校
入
学
、

六
カ
月
の
訓
練
を
経
て
任
官
、
敦
賀
歩
兵
第
一
一
九
連
隊
に
転

属
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和
十
八
年
十
二
月
に
動
員
下
令
、
ビ
ル

マ
戦
線
で
戦
い
、
重
機
関
銃
中
隊
長
と
し
て
苦
闘
い
た
し
ま
し




